
昭

和

二

十

五

年

七

月

三

十

一

日

受

領 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

三
六
）

答

弁

第

三

六

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
各
種
公
団
の
不
正
及
び
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
三
三
号 

昭
和
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



一 

食
糧
配
給
公
団 

二 

油
糧
砂
糖
配
給
公
団 

1 

業
務
品
目
及
び
そ
の
金
額 

2 

決
算 

1 

業
務
品
目
及
び
そ
の
金
額 

質
問
の
一
及
び
二
に
つ
い
て 

Ａ 

取
扱
品
目 

 

三 

 

Ａ 

品
目 

国
内
産
米
穀
、
麦
類
そ
の
他
、
輸
入
食
糧
、
い
も
類
、
で
ん
粉
類 

、

Ｂ 

金
額 

三
二
六
、
二
一
〇
、
四
一
五
、
六
九
九
円 

昭
和
二
十
四
年
度
決
算
は
目
下
計
数
整
理
中
で
あ
る
が
、
一
億
円
内
外
の
黑
字
と
な
る
見
込
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
各
種
公
団
の
不
正
及
び
運
営
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、 



 

2 

決
算 

油
糧
の
供
給
は
国
内
産
油
糧
の
増
産
と
輸
入
油
糧
の
増
大
と
に
よ
り
好
転
し
、
他
方
有
効
需
要
の
減
退
等
に
よ
り
需

給
の
均
衡
を
回
復
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
油
糧
及
び
将
来
の
公
団
の
経
理
面
に
赤
字
を
生
ず
る
と
思
わ
れ
る
油

糧
に
つ
い
て
は
本
年
頂
部
か
ら
統
制
撤
廃
を
行
い
漸
次
統
制
品
目
を
整
理
し
つ
つ
あ
る
。
現
在
公
団
取
扱
物
資
は
南
氷

洋
鯨
油
を
除
き
損
失
を
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
統
制
解
除
物
資
で
公
団
所
有
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
の
市
場
価
格
の
下
落
及
び
長
期
在
庫
に
よ
る
品
質
低
下
、
倉
敷
料
、
金
利
等
に
よ
る
損
失
が
推
定
さ
れ
る
。 

Ｂ 
昭
和
二
十
四
年
度
損
益
計
算 

油
脂
原
料
、
大
豆
及
び
食
糧
、
植
物
油
脂
、
動
物
油
脂
、
油
粕
、
人
造
バ
タ
ー
、
ビ
タ
ミ
ン
油
脂 

一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

差

引 

一 

損 
 

 
失 

 
 

 

一
、
二
五
七
、
二
四
六
、
〇
〇
〇
円 

一 

利 
 

 

益 
 

 
 

一
、
二
六
五
、
二
四
六
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

当
期
剩
余
金

四 

 



三 

肥
料
配
給
公
団 

1 

業
務
品
目 

Ａ 

取
扱
商
品
（
昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
七
日
ま
で
） 

Ｂ 

買
取
総
金
額 

 
 

 
 

 
 

四
五
、
三
一
九
、
〇
七
五
、
九
九
八
円 

解
散
（
大
体
の
目
標
本
年
九
月
）
の
場
合
の
損
益
推
定 

（
三
）
差
引
損
失
見
込
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
六
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
二
）
損
失
見
込
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
一
七
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

（
一
）
利
益
見
込
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
一
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

硫
安
、
硝
安
、
石
灰
ち
つ
そ
、
尿
素
、
過
石
、
ト
ー
マ
ス
燐
肥
、
重
過
石
、
骨
粉
、
加
里 

（
什
器
、
容
器
、
売
掛
金
、
受
取
雑
勘
定
、
商
品
勘
定
） 

（
売
買
益
金
、
価
格
調
整
金
、
通
産
省
求
償
） 

五 

 



四 

鉱
工
品
貿
易
公
団 

1 

業
務
品
目
及
び
金
額
（
昭
和
二
十
二
年
度
―
昭
和
二
十
四
年
度
） 

2 

決
算 

昭
和
二
十
四
年
度
決
算
は
目
下
淸
算
中
で
あ
る
が
赤
字
は
な
い
見
込
で
あ
る
。 

Ａ 

輸
入
品 

在
庫
総
金
額 

 
 

 
 

 
 

 

八
、
三
五
二
、
四
四
一
、
八
二
五
円 

配
給
総
金
額 

 
 

 
 

 
 

五
六
、
六
七
九
、
四
六
一
、
一
六
八
円 

金
額 

受
入 

 
 

 
 

 
 

 

二
〇
〇
、
六
五
四
、
三
一
四
千
円 

品
目 

機
械
器
具
、
諸
雑
貨
、
諸
雑
品
、
皮
革
、
ゴ
ム
、
金
属
鉱
産
品
、
化
学
薬
品
、
燃
料
、
塩
、
食
糧
、
肥

料
、
農
水
産
品 

拂
出 

 
 

 
 

 
 

 

一
八
二
、
九
〇
〇
、
五
五
八
千
円 

六 

 



2 

決
算 

Ｂ 

輸
出
品 

Ｃ 

資
材 

昭
和
二
十
三
年
度
末
ま
で
黒
字
を
生
じ
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
度
末
決
算
を
整
理
中
で
あ
る
が
、
五
千
五
百
万 

金
額 

受
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
、
一
五
八
、
一
二
一
千
円 

金
額 

受
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
五
、
七
五
〇
、
七
八
九
千
円 

品
目 

金
属
、
化
学
品
、
雑
品 

品
目 

機
械
器
具
、
船
舶
、
雑
貨
、
ゴ
ム
製
品
、
皮
革
製
品
、
燃
料
、
金
属
鉱
産
品
、
化
学
薬
品
、
食
糧
、
肥

料
、
農
水
産
品 

拂
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
六
五
六
、
七
六
四
千
円 

拂
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
六
、
八
六
四
、
四
〇
九
千
円 

七 

 



五 

纎
維
貿
易
公
団 

六
、
産
業
復
興
公
団 

1 

業
務
品
目
及
び
金
額 

2 

決
算 

1 

業
務
品
目
及
び
金
額
（
昭
和
二
十
二
年
度
―
昭
和
二
十
四
年
度
） 

金
額 

受
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
六
九
、
六
三
二
、
六
七
七
千
円 

円
余
の
黒
字
を
出
す
見
込
で
あ
る
。 

品
目 

綿
糸
布
、
蚕
糸
、
絹
人
纎
、
纎
維
雑
品
、
毛
麻
製
品
、
棉
花
、
副
蚕
糸
、
毛
麻 

昭
和
二
十
三
年
度
末
ま
で
黒
字
を
生
じ
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
度
決
算
を
整
理
中
で
あ
る
が
、
お
よ
そ
二
十
一

億
二
千
九
十
六
万
余
円
の
黒
字
を
出
す
見
込
で
あ
る
。 

拂
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
三
〇
、
九
〇
〇
、
六
七
九
千
円 

八 

 



（
二
）
決
算 

Ａ 

資
材
関
係
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
末
ま
で
） 

Ｂ 

建
設
関
係 

昭
和
二
十
三
年
―
昭
和
二
十
四
年
度
合
計
五
〇
七
、
四
八
五
千
円
の
剩
余
金
を
出
し
て
お
り
、
価
格
差
益
金
両
年
度

合
計
二
、
三
二
一
、
七
五
五
千
円
を
政
府
に
納
付
し
て
お
る
。 

金
額 
受
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
、
二
八
七
、
四
〇
一
千
円 

建
設
設
備
、
売
却
設
備
、
貸
付
中
設
備
、
建
設
中
設
備
、
工
事
中
止
解
約
手
続
中
設
備
、
公
団
保
管
中
設
備 

品
目 

鉄
鋼
、
屑
鉄
、
非
鉄
金
属
、
纎
維
、
雑
品
（
化
学
薬
品
、
ゴ
ム
、
皮
革
、
機
械
工
具
等
） 

在
庫 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
五
二
六
、
六
〇
二
〃 

販
売 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
三
、
六
六
二
、
七
二
一
〃 

総
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
三
一
七
、
九
二
四
千
円 

九 

 



八 

価
格
調
整
公
団 

七
、
船
舶
公
団 

1 

業
務
品
目
及
び
金
額
（
昭
和
二
十
二
年
度

―
昭
和
二
十
四
年
度
） 

2 

決
算 

1 

業
務
品
目
及
び
金
額 

Ａ 

鉄
鋼
部 

今
日
ま
で
毎
決
算
期
に
黒
字
を
生
じ
、
剩
余
金
と
し
て
国
庫
に
合
計
約
一
億
二
千
万
円
を
納
付
し
て
い
る
。 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
、
二
五
六
、
二
七
二
千
円 

品
目 
船
舶
（
新
造
、
修
繕
）
、
機
関
そ
の
他
機
械
類
、
鋼
材
、
船
用
電
線
、
海
軍
工
廠
承
継
品
そ
の
他 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
七
、
一
七
八
、
七
〇
九
、
〇
〇
九
円 

品
目 

銑
鉄
、
鋼
材
、
亜
鉛
鉄
板
、
鑄
鉄
管
、
鉄
鉱
石 

一
〇 

 



Ｄ 

有
機
化
学
部 

Ｂ 

非
鉄
金
属
部 

Ｃ 

無
機
化
学
部 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
七
、
六
二
五
、
七
二
三
、
九
七
二
円 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
九
、
九
九
三
、
七
三
八
、
一
四
五
円 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
、
八
一
〇
、
九
九
七
、
五
三
九
円 

品
目 

タ
ー
ル
製
品
、
タ
ー
ル
中
間
物
、
染
料
、
甘
味
剤
、
ゴ
ム
薬
品
、
写
真
薬
品
、
火
薬
、
カ
ー
バ
イ
ト
、

ア
セ
ト
ン
、
カ
ー
ボ
ン
ブ
ラ
ツ
ク 

品
目 

苛
性
ソ
ー
ダ
、
ソ
ー
ダ
灰
、
塩
酸
、
晒
粉
、
液
体
塩
素
、
硝
安
、
硝
酸
、
硫
安
、
硫
酸
、
塩
化
カ
リ
、

セ
メ
ン
ト 

品
目 

銅
、
鉛
、
電
気
亜
鉛
、
蒸
溜
亜
鉛
、
硅
酸
鉱
、
硫
化
鉱
、
硫
黄
、
石
綿
、
螢
石
、
ア
ル
ミ
、
石
油 

一
一 

 



2 

決
算 

Ｅ 

石
炭
部 

手
数
料
等
の
收
入
で
昭
和
二
十
二
年
度
、
昭
和
二
十
三
年
度
を
合
し
て
八
億
七
千
三
百
万
円
の
剩
余
金
を
生
じ
た

が
、
他
方
プ
ー
ル
勘
定
で
八
億
七
千
五
百
万
円
の
欠
損
を
生
じ
、
差
引
二
百
万
円
の
赤
字
を
生
じ
た
。
こ
の
赤
字
の

原
因
は
、
価
格
プ
ー
ル
及
び
運
賃
プ
ー
ル
勘
定
に
あ
る
。
プ
ー
ル
勘
定
は
本
来
收
支
均
衡
す
べ
き
筈
で
あ
る
が
、
プ

ー
ル
に
織
込
ん
だ
平
均
單
価
が
実
際
の
單
価
よ
り
も
過
少
で
あ
つ
た
た
め
で
あ
る
。
従
つ
て
、
昭
和
二
十
三
年
度
後

期
か
ら
は
か
か
る
赤
字
を
生
じ
な
い
よ
う
価
格
改
訂
に
際
し
て
、
プ
ー
ル
單
価
の
算
定
に
当
り
、
特
に
注
意
を
拂
つ

た
の
で
、
同
期
以
降
に
は
か
か
る
赤
字
は
発
生
し
て
い
な
い
。 

右
の
赤
字
に
対
し
て
は
、
国
庫
か
ら
昭
和
二
十
四
年
五
月
三
八
八
、
八
〇
五
、
八
七
八
円
、
同
年
六
月
四
八
六
、
六 

金
額 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
、
〇
〇
二
、
六
六
六
、
三
六
四
円 

品
目 

砂
利
、
石
材 

一
二 

 



纎
維
貿
易
公
団
輸
出
滯
貨
纎
維
品
を
放
出
す
る
場
合
、
通
商
産
業
省
は
、
総
司
令
部
覚
書
に
も
と
づ
き
、
統
制
品
に
つ

い
て
は
、
経
済
安
定
本
部
総
裁
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
需
要
部
門
別
の
枠
内
に
お
い
て
、
国
内
市
場
の
需
給
状
況
を
勘
案 

し
、
関
係
業
界
等
に
無
用
の
混
乱
を
じ
や
起
せ
し
め
ぬ
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
放
出
方
式
を
決
定
し
て
い
る
。
非
統
制
品
に

つ
い
て
は
入
札
ま
た
は
随
意
契
約
方
式
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。 

、

質
問
の
三
に
つ
い
て 

な
お
、
統
制
、
非
統
制
を
問
わ
ず
需
要
が
旺
盛
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
競
争
入
札
に
よ
り
、
需
要
が
緩
慢
な
も
の
に

つ
い
て
は
随
意
契
約
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。 

現
在
ま
で
に
放
出
せ
ら
れ
た
纎
維
品
の
数
量
及
び
価
格
は
別
紙
の
通
り
で
あ
る
。 

纎
維
貿
易
公
団
の
保
管
の
加
工
品
と
し
て
主
な
も
の
は
加
工
綿
布
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
シ
ヤ
ツ
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
国 

五
一
、
二
二
九
円
を
補
て
ん
し
、
剩
余
金
は
国
庫
に
納
付
し
た
。 

、

昭
和
二
十
四
年
度
は
目
下
決
算
中
で
あ
る
が
、
約
六
億
円
の
剩
余
を
生
ず
る
見
込
で
あ
る
。 

、 
 

 
、 

一
三 

 



 

一
四 

内
放
出
の
場
合
公
定
価
格
が
あ
り
、
公
定
価
格
は
原
糸
、
原
布
の
公
定
価
格
に
各
々
公
定
の
加
工
賃
と
一
定
利
潤
と
を
加

算
し
た
も
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




